


































We wrote this working paper to predict the industrial future of Japanese sports industry.  
Especially, we paid attention to the development possibility of the future of golf and 
winter sports (ski and snowboarding). We performed time-series analysis of the 
participation degree of these sports. In the Japanese society which declining birthrate 



















































図表 1は、過去 20年間の日本人のスポーツ参加度を 10年間隔で示したものであるが、
全体的に右肩下がりの減少傾向であることが読み取れる。 


























































  男性全体 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
1997 年 15.3 21.5 25.4 23.8 17.6 7.2 1.9
2007 年 6.3 7.4 6.2 10.6 7.7 5.9 3
  女性全体 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
1997 年 10.2 15.8 21.6 12.8 12.8 3.3 0.6
2007 年 4 9.4 4 4.1 10.9 1.3 0.6
 
図表 6 スキーの性・年代別参加率の推移（1997／2007年）② 



















図表 7 スノーボードの性・年代別参加率の推移（1997／2007年）① 
 
  男性全体 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
1997 年 4.1 4.6 16.2 3.2 1 0.4 0.3


















  女性全体 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 
1997 年 2.1 4 10 0.6 0 0 0
2007 年 2.7 5.7 12.7 2.9 0.5 0.4 0
 
図表 10 スノーボードの性・年代別参加率の推移（1997／2007年）④ 
































































































図表 13 スポーツ部門の種目別シニア化率 
 
-14.1 0.0 14.1 ハンググライダー、パラグライダー
-14.4 8.2 22.6 ヨット、モーターボード
0.0 0.0 0.0 サーフィン、ウィンドサーフィン
6.0 13.8 7.8 スキンダイビング、スクーバーダイビン
グ
2.7 35.0 32.3 つり
0.0 2.2 2.1 スノーボード
12.1 21.7 9.6 スキー
-9.2 20.9 30.1 乗馬
6.6 18.1 11.5 テニス
20.2 54.7 34.6 ゴルフ(練習場）
25.0 64.7 39.7 ゴルフ（コース）
9.3 82.0 72.7 ゲートボール
9.0 20.7 11.6 武道
16.3 32.1 15.8 水泳
-1.4 3.4 4.7 バスケットボール
-2.6 8.5 11.0 バレーボール
-0.8 3.5 4.3 サッカー
3.2 22.1 18.9 ボウリング
3.9 15.0 11.1 アイススケート
16.1 40.8 24.8 サイクリング
1.9 26.3 24.4 ソフトボール
2.3 17.5 15.2 キャッチボール、野球
0.2 11.5 11.4 バドミントン
-2.8 23.0 25.8 卓球
16.9 39.0 22.1 エアロビクスダンス、ジャズダンス
16.0 32.7 16.7 トレーニング
8.4 49.9 41.5 体操




























































































































































過去 10年間にわたる 3種目の特徴を 4つの項目でまとめたものであるが、今後の動向にお
ける肯定的要素をわずかながら示しているのは、ゴルフのみである。 
 
図表 18 3種目の 10年間の需要特徴 
 ゴルフ（コース） スキー スノーボード 
参加人口 減少 減少 減少 
参加率 低下 低下 やや上昇 




（前年より増加） 減少 減少 
 
ゴルフの場合、参加人口と参加率はそれぞれ減少・低下しているが、年間平均活動回数
と年間平均費用は増加傾向に転じているため、短期的には一定の需要が見込める水準とな
っている。しかし、このような数値は消費の中核層である中年・シニア層に支えられてい
る側面が強く、世代間シフトの不一致が解決しなければ、長期的には減少基調に転じると
予測される。 
スキーの場合は、すべての項目において減少あるいは低下の傾向となっており、人口構
造の変化とともに、さらなる縮小傾向が続くと懸念される。 
スノーボードは、若年層を中心に参加率が若干上昇してはいるものの、それ以外の項目
が激しい落ち込みを見せていることから、新たな支出動機を見出すことが求められている。 
長期的に考えると、対象市場は総じて縮小傾向を辿っていく可能性が非常に高いと考え
られる。ゴルフの場合は、プレー回数と費用が多少増えているが、これは現在の中核層で
ある中年・シニア層に支えられている側面が強く、将来現在の中核層のリタイアと若年層
の参加率低下が同時に起きることを想定すると、市場縮小が急速に進行する恐れがある。
すなわち、少子化という人口構造の変化の影響のみを考慮しても、対象種目の活力低下は
十分に予想できる状況なのである。その意味で、ゴルフとウィンタースポーツの活性化を
実現するためには、限られた人口における参加率と活動率を高め、需要層の量的拡大を図
ることが最優先課題であるといえよう。 
 
 
注記 
（１）本稿で用いたデータは、財団法人日本生産性本部編『レジャー白書』（各年版）に依
っている。 
